
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寄棟造りの既存住宅の桁面の一部分に、既存住宅の既存小屋組の一部と増築部の新規小
屋組の一部とを略同一面に、かつ、増築部の棟高さを既存住宅の棟高さより高く増築する
増築する際の増築工事における小屋組の施工法であって、
　既存大棟の端部下の垂直部材の上端部に設置された隅頂部母屋受けに設置される隅頂部
母屋受け接続部と該隅頂部母屋受け接続部の一端縁から既存隅木梁の立上り角度と略等し
い角度で立ち上がる隅木梁接続部とを有する隅木梁延長金具を用い、前記隅木梁接続部に
第１新規隅木梁の一端部を接続し、前記隅頂部母屋受けに前記隅頂部母屋受け接続部を固
定して、前記第１新規隅木梁の一端部を前記既存隅木梁の延長上に設置することにより、
既存大棟の端部から新規大棟の端部に向って隅木梁を延長し、
　既存大棟の中間部下の垂直部材の上端部に設置された頂部母屋受けに設置される頂部母
屋受け接続部と該頂部母屋受け接続部の一端側から前記既存隅木梁の立上り角度と略等し
い角度で立ち上がる隅木梁接続部とを有する隅木梁設置金具を用い、前記隅木梁接続部と
第２新規隅木梁の一端部とを締結具で締結することにより、前記隅木梁接続部に前記第２
新規隅木梁の一端部を接続し、前記頂部母屋受け接続部と前記頂部母屋受けとを締結具で
締結することにより、前記第２新規隅木梁を前記大棟中間部に設置することにより、既存
大棟の中間部から新規大棟の端部に向って隅木梁を設置し、
　既存大棟の中間部の垂直部材の頂部に設置される平部と、前記垂直部材の上端部に設置
された頂部母屋受けに設置される頂部母屋受け接続部と、該母屋受け接続部の一側中央部
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から既存登り梁の立上り角度と略等しい立上り角度で立り上がる登り梁接続部とを有する
登り梁延長金具を用い、前記新規登り梁の一端部を前記登り梁接続部に接続し、前記平部
を前記垂直部材の頂部に固定し、前記頂部母屋受け接続部を前記頂部母屋受けに固定する
ことにより、前記新規登り梁の一端部を前記既存登り梁の延長上に設置するとともに、下
端部に増築部側の既存登り梁に設置される登り梁束接続金具と上端部に前記新規登り梁に
接続する新規登り梁接続部とを有する新規登り梁束を用い、前記登り梁束接続金具を前記
既存の登り梁に固定し、前記 を前記新規の登り梁に接続して、前記新規
登り梁束を前記新規登り梁と前記増築側の既存登り梁との間に鉛直に立設させることによ
り、既存大棟の中間部の登り梁を新規大棟の端部に向って延長し、
既存小屋組と増築部の小屋組との境界に生じる谷部と増築部側の既存登り梁とが交差する
交差部において、該交差部に設置される設置部と、前記交差部近傍の母屋受けに設置され
た母屋受けに設置される母屋受け接続部と、前記設置部の一側面から前記既存隅木梁の立
上り角度と略等しい立上り角度で立ち上がる第１谷木梁設置部と、前記設置部の他側面の
前記第１谷木梁接続部の延長上に設置される第２谷木梁接続部とを有する谷木梁設置金具
を用い、第１新規谷木梁の端部を前記第１谷木梁接続部に接続し、第２新規谷木梁の端部
を前記第２谷木梁接続部に接続し、前記第１新規谷木梁の端部と前記第２新規谷木梁の端
部とを前記交差部に略一直線上に設置することにより、前記谷部に谷木梁を設置すること
を特徴とする小屋組の増築施工法。
【請求項２】
前記谷木梁設置金具の設置部に該設置部の一側面から前記既存登り梁の立上り角度と略等
しい立上り角度で立ち上がる登り梁接続部を設置し、該登り梁接続部に新規登り梁の一端
部を接続することにより、前記交差部から前記第２新規隅木梁に向って登り梁を設置する
ことを特徴とする請求項１に記載の小屋組の増築施工法。
【請求項３】
既存住宅と増築部の境界に位置する既存隅木梁に設置された母屋受け金具に設置される母
屋受け接続部と該母屋受け接続部と略９０°をなす母屋接続部とを有する母屋延長金具を
用い、前記母屋受け金具に前記母屋受け接続部を固定し、増築部の新規母屋を前記母屋受
け金具に設置された既存母屋の延長上に設置することにより、既存住宅の増築部側の母屋
の設置方向を略９０°変更して、前記増築部の新規母屋を前記既存母屋と略同一面に配置
することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の小屋組の増築施工法。
【請求項４】
小屋組のトラスの一端側から斜め下方にトラス軒先部が延設された住宅の桁側面への増築
工事で、既存住宅の桁側面の軒先に沿って軒先梁を新たに追加する軒先梁設置工法であっ
て、既存住宅の前記軒先梁を追加する桁側面のトラス軒先部の軒先側部を切除し、相隣接
するトラスの軒先側の端部に、突設された軒先梁接続部を相対向させて軒先梁設置金具を
それぞれ配設し、相対向するこれら軒先梁接続部に、軒先梁の両端部を接続することを特
徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の小屋組の増築施工法。
【請求項５】
　小屋組のトラスの一端側から斜め下方にトラス軒先部が延設された住宅の桁側面への増
築工事で、既存住宅の桁側面の軒先に沿って軒先梁を新たに追加する軒先梁設置工法であ
って、既存住宅の前記軒先梁を追加する桁側面のトラス軒先部を切除し、相隣接するトラ
スの軒先側の端部に、前記トラスのウエブを跨ぐウエブ跨ぎ部と、該ウエブ跨ぎ部から直
角方向に突設された軒先梁接続部とを有する を前記軒先梁接続部を相対向
させてそれぞれ配設し、相対向するこれら軒先梁接続部に、軒先梁の両端部を接続するこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の小屋組の増築施工法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、寄棟造りの住宅の増築時の増築工事に関し、既存住宅の小屋組を全面解体する
ことなく増築部の小屋組を施工する小屋組の増築施工法に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
寄棟造りの既存住宅の桁面の一部分に増築すると、増築後では増築前と比べて、棟高さが
高くなったり棟方向が変わったりして、小屋組架構全体が変わることが多い（ (図１参照 )
）。
【０００３】
このような場合には、新しい小屋組に対応させて、既存小屋組の既存部材に別の部材を継
ぎ足すか、既存部材を撤去して新規部材に交換するかして、既存小屋組の架構を変更する
必要が生じる。このため、従来は、既存小屋組を全面的に解体して、新しい小屋組に施工
し直していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、既存小屋組を全面的に解体して、新しい小屋組に施工し直すので、多くの
時間と労力を要し、施工期間が長くなるだけでなく、作業性が悪いという問題点があった
。
【０００５】
また、小屋組の各構成部材が鋼等の金属からなる場合には、溶接により既存部材に別の部
材を継ぎ足すことは可能であるが、作業性が悪いだけでなく、顧客が既存の住宅内で従来
通り生活を営むことを考慮すると、十分な安全性を確保することが困難であるという問題
点があった。
【０００６】
更に、既存小屋組を全面解体することにより、多量の産業廃棄物が発生し、これを運搬し
て処理するために、費用がかかるという問題点があった。
【０００７】
更にまた、前述のように、多くの場合は、増築工事中であっても顧客が既存の住宅内で生
活を営むため、短期間で増築工事を終了することが望ましいが、施工期間の長期化に伴い
顧客に不便を強いる期間が長くなり、顧客の負担が大きくなるという問題点があった。
【０００８】
本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、寄棟造りの既存住宅の桁面の一部分に
増築する際の増築工事において、施工の省力化、コストダウン及び廃棄物の削減を図る小
屋組の増築施工法を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するためになされた本発明の請求項１に記載の小屋組の増築施工法は、
寄棟造りの既存住宅の桁面の一部分に、既存住宅の既存小屋組の一部と増築部の新規小屋
組の一部とを略同一面に、かつ、増築部の棟高さを既存住宅の棟高さより高く増築する増
築する際の増築工事における小屋組の施工法であって、
既存大棟の端部下の垂直部材の上端部に設置された隅頂部母屋受けに設置される隅頂部母
屋受け接続部と該隅頂部母屋受け接続部の一端縁から既存隅木梁の立上り角度と略等しい
角度で立ち上がる隅木梁接続部とを有する隅木梁延長金具を用い、前記隅木梁接続部に第
１新規隅木梁の一端部を接続し、前記隅頂部母屋受けに前記隅頂部母屋受け接続部を固定
して、前記第１新規隅木梁の一端部を前記既存隅木梁の延長上に設置することにより、既
存大棟の端部から新規大棟の端部に向って隅木梁を延長し、既存大棟の中間部下の垂直部
材の上端部に設置された頂部母屋受けに設置される頂部母屋受け接続部と該頂部母屋受け
接続部の一端側から前記既存隅木梁の立上り角度と略等しい角度で立ち上がる隅木梁接続
部とを有する隅木梁設置金具を用い、前記隅木梁接続部と第２新規隅木梁の一端部とを締
結具で締結することにより、前記隅木梁接続部に前記第２新規隅木梁の一端部を接続し、
前記頂部母屋受け接続部と前記頂部母屋受けとを締結具で締結することにより、前記第２
新規隅木梁を前記大棟中間部に設置することにより、既存大棟の中間部から新規大棟の端
部に向って隅木梁を設置し、既存大棟の中間部の垂直部材の頂部に設置される平部と、前
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記垂直部材の上端部に設置された頂部母屋受けに設置される頂部母屋受け接続部と、該母
屋受け接続部の一側中央部から既存登り梁の立上り角度と略等しい立上り角度で立り上が
る登り梁接続部とを有する登り梁延長金具を用い、前記新規登り梁の一端部を前記登り梁
接続部に接続し、前記平部を前記垂直部材の頂部に固定し、前記頂部母屋受け接続部を前
記頂部母屋受けに固定することにより、前記新規登り梁の一端部を前記既存登り梁の延長
上に設置するとともに、下端部に増築部側の既存登り梁に設置される登り梁束接続金具と
上端部に前記新規登り梁に接続する新規登り梁接続部とを有する新規登り梁束を用い、前
記登り梁束接続金具を前記既存の登り梁に固定し、前記 を前記新規の登
り梁に接続して、前記新規登り梁束を前記新規登り梁と前記増築側の既存登り梁との間に
鉛直に立設させることにより、既存大棟の中間部の登り梁を新規大棟の端部に向って延長
し、既存小屋組と増築部の小屋組との境界に生じる谷部と増築部側の既存登り梁とが交差
する交差部において、該交差部に設置される設置部と、前記交差部近傍の母屋受けに設置
された母屋受けに設置される母屋受け接続部と、前記設置部の一側面から前記既存隅木梁
の立上り角度と略等しい立上り角度で立ち上がる第１谷木梁設置部と、前記設置部の他側
面の前記第１谷木梁接続部の延長上に設置される第２谷木梁接続部とを有する谷木梁設置
金具を用い、第１新規谷木梁の端部を前記第１谷木梁接続部に接続し、第２新規谷木梁の
端部を前記第２谷木梁接続部に接続し、前記第１新規谷木梁の端部と前記第２新規谷木梁
の端部とを前記交差部に略一直線上に設置することにより、前記谷部に谷木梁を設置する
ことを特徴とするものである。
【００１０】
請求項２に記載の小屋組の増築施工法は、請求項１に記載の小屋組の増築施工法において
、前記谷木梁設置金具の設置部に該設置部の一側面から前記既存登り梁の立上り角度と略
等しい立上り角度で立ち上がる登り梁接続部を設置し、該登り梁接続部に新規登り梁の一
端部を接続することにより、前記交差部から前記第２新規隅木梁に向って登り梁を設置す
ることを特徴とするものである。
【００１１】
請求項３に記載の小屋組の増築施工法は、請求項 1又は請求項２に記載の小屋組の増築施
工法において、既存住宅と増築部の境界に位置する既存隅木梁に設置された母屋受け金具
に設置される母屋受け接続部と該母屋受け接続部と略９０°をなす母屋接続部とを有する
母屋延長金具を用い、前記母屋受け金具に前記母屋受け接続部を固定し、増築部の新規母
屋を前記母屋受け金具に設置された既存母屋の延長上に設置することにより、既存住宅の
増築部側の母屋の設置方向を略９０°変更して、前記増築部の新規母屋を前記既存母屋と
略同一面に配置することを特徴とするものである。
【００１２】
請求項４に記載の小屋組の増築施工法は、請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の
小屋組の増築施工法において、小屋組のトラスの一端側から斜め下方にトラス軒先部が延
設された住宅の桁側面への増築工事で、既存住宅の桁側面の軒先に沿って軒先梁を新たに
追加する軒先梁設置工法であって、既存住宅の前記軒先梁を追加する桁側面のトラス軒先
部の軒先側部を切除し、相隣接するトラスの軒先側の端部に、突設された軒先梁接続部を
相対向させて軒先梁設置金具をそれぞれ配設し、相対向するこれら軒先梁接続部に、軒先
梁の両端部を接続する
ことを特徴とするものである。
【００１３】
　請求項５に記載の小屋組の増築施工法は、請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載
の小屋組の増築施工法において、小屋組のトラスの一端側から斜め下方にトラス軒先部が
延設された住宅の桁側面への増築工事で、既存住宅の桁側面の軒先に沿って軒先梁を新た
に追加する軒先梁設置工法であって、既存住宅の前記軒先梁を追加する桁側面のトラス軒
先部を切除し、相隣接するトラスの軒先側の端部に、前記トラスのウエブを跨ぐウエブ跨
ぎ部と、該ウエブ跨ぎ部から直角方向に突設された軒先梁接続部とを有する

を前記軒先梁接続部を相対向させてそれぞれ配設し、相対向するこれら軒先梁接続部に
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、軒先梁の両端部を接続することを特徴とするものである。
【００１４】
【発明の実施の形態】
第 1に、図１に示すように、既存隅木梁１を新規大棟の端部まで延長する。この既存隅木
梁１の延長は、図２に示すように、既存大棟の端部下の垂直部材である既存寄棟束２の上
端部３に設けられた隅頂部母屋受け４に隅木梁延長金具１０２を用いて第１新規隅木梁１
００の一端部１０１を接続することにより行う。
【００１５】
既存隅木梁１は、図３に示すように、２本のＣ型鋼５をボルト締めで締結し、開口部が互
い外側を向き、かつ、所望の間隔の隙間を確保したものであって、既存大棟の端部から既
存軒先の出隅に向って４５°の方向へ持ち出すように設けられる (図１参照 )ことにより定
まる立上り角度θで、既存寄棟束２の上端部３に設置された梁接続金具６に接続している
。
【００１６】
既存寄棟束２は、図３に示すように、既存隅木梁１と同様に、開口部が外側を向くように
２本のＣ型鋼５をボルト締めで締結したものであって、上端部３に隅頂部母屋受け４及び
梁接続金具６が、下端部に登り梁束接続金具がそれぞれ設けられている。
【００１７】
　隅頂部母屋受け４は、図３に示すように、断面略Ｌ字形の金具であって、母屋を受ける
受け部７には母屋を隅頂部母屋受け に固定するための貫通孔７ａが穿設されている。
【００１８】
第１新規隅木梁１００は、図４に示すように、既存隅木梁１と同様の構成であって、両端
部に一対の貫通孔１００ａが穿設されている。
【００１９】
隅木梁延長金具１０２は、図４に示すように、貫通孔１０３ａが穿設された隅頂部母屋受
け接続部１０３と、隅頂部母屋受け接続部１０３の一端縁１０４から折れ曲がって既存隅
木梁１の立上り角度θと略等しい立上り角度（以下、「立上り角度θ」という。）で立ち
上がり、端部に貫通孔１０５ａが穿設された隅木梁接続部１０５とを有している。
【００２０】
隅頂部母屋受け接続部１０３は、図３又は図５に示すように、その高さは隅頂部母屋受け
４の受け部７の高さと略等しく、その長さは隅頂部母屋受け４の受け部７の長さより長く
して、隅頂部母屋受け接続部１０３を隅頂部母屋受け４の受け部７にあてがったときに隅
頂部母屋受け接続部１０３の一端縁１０４が既存隅木梁１の長軸線Ｌの延長上に位置する
長さとする (図６参照 )。貫通孔１０３ａは、隅頂部母屋受け接続部１０３を隅頂部母屋受
け４の受け部７にあてがったときに該受け部７の貫通孔７ａと略一致する位置に穿設され
ている。
【００２１】
隅木梁接続部１０５は、図４に示すように、その長さ等は特に限定されるものではないが
、その厚さは第１新規隅木梁１００の２本のＣ型鋼５の隙間と略等しくしている。２個の
貫通孔１０５ａはその中心を結ぶ線が水平方向に対して立上り角度θをなし、その間隔が
第１新規隅木梁１００の一対の貫通孔１００ａと略等しい間隔となる位置に穿設されてい
る。また、平面視では、図５に示すように、隅頂部母屋受け接続部１０３と略１３５°の
角度をなしている。これにより、図６に示すように、隅頂部母屋受け接続部１０３を既存
寄棟束２の上端部３に固定すると、既存寄棟束２の中心から既存大棟方向に対して４５°
の軸線上に隅木梁接続部１０５が位置することとなる。
【００２２】
以下、第１新規隅木梁１００の一端部１０１の既存寄棟束２の上端部３への接続について
説明する。まず、図４に示すように、第１新規隅木梁１００を構成する２本のＣ型鋼５の
間に隅木梁延長金具１０２の隅木梁接続部１０５を挿入して、第１新規隅木梁１００の一
端部１０１の貫通孔１００ａと隅木梁接続部１０５の貫通孔１０５ａとをボルトナットか
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ら構成される締結具６０で締結することにより、第１新規隅木梁１００の一端部１０１を
隅木梁延長金具１０２に接続する。
【００２３】
そして、図５に示すように、増築部側の隅頂部母屋受け４の受け部７に隅木梁延長金具１
０２の隅頂部母屋受け接続部１０３をあてがい、受け部７の貫通孔７ａと隅頂部母屋受け
接続部１０３の貫通孔１０３ａとを締結具６０で締結することにより、隅木梁延長金具１
０２を増築部側の隅頂部母屋受け４に固定する。
【００２４】
以上により、図２及び図３に示すように、第１新規隅木梁１００の一端部１０１は既存寄
棟束２の上端部３に接続されて、第１新規隅木梁１００が既存隅木梁１の延長上に設置さ
れる、即ち、図１に示すように、既存隅木梁１が増築部側の新規大棟の端部に向って延長
されたこととなる。
【００２５】
なお、本実施の形態では、施工現場において第１新規隅木梁１００の一端部１０１と隅木
梁延長金具１０２の隅木梁接続部１０５とをボルト締めで接続したが、これに限定される
ものではなく、予め工場において第１新規隅木梁１００の一端部１０１と隅木梁延長金具
１０２の隅木梁接続部１０５とを溶接で接続しておいてもよい。これにより、施工現場で
の作業を軽減することができる。
【００２６】
また、本実施の形態では、既存の小屋組をトラス小屋組としているが、図７に示すように
、既存の小屋組を和小屋組とした場合においても同様であって、隅木梁延長金具１０２用
いて第１新規隅木梁１００一端部１０１を既存寄棟束２の上端部３に接続する。
【００２７】
第２に、図１に示すように、既存小屋組と増築部の新規小屋組との境界に第２新規隅木梁
２００を設置する。この第２新規隅木梁２００の設置は、図８に示すように、既存大棟の
中間部下の垂直部材である既存登り梁真束８の上端部９に設けられた頂部母屋受け１０に
隅木梁設置金具２０１を用いて第２新規隅木梁２００の一端部２０２を接続することによ
り行う。
【００２８】
既存登り梁真束８は、図８に示すように、図３に示す既存寄棟束２と同様の構成であって
、上端部９に登り梁接続部１１が、下端部に大梁接続部がそれぞれ設けられている。
【００２９】
頂部母屋受け１０は、図９に示すように、図３に示す隅頂部母屋受け４と同様の構成であ
って、母屋を受ける受け部１２には母屋を頂部母屋受け１０に固定するための貫通孔１２
ａが穿設されている。
【００３０】
第２新規隅木梁２００は、図１０に示すように、図３に示す既存隅木梁１と同様の構成で
あって、両端部に一対の貫通孔２００ａが穿設されている。
【００３１】
隅木梁設置金具２０１は、図１０に示すように、貫通孔２０３ａが穿設された平部２０３
と、該平部２０３の一縁辺から略直角上向きに立ち上がる立上り部２０４と、該立上り部
２０４の裏側面から既存隅木梁１の立上り角度θと略等しい立上り角度（以下、「立上り
角度θ」という。）で立上る隅木梁接続部２０５と、平部２０３の一縁辺と略直交する縁
辺から上向きに立上る頂部母屋受け接続部２０６とを有している。
【００３２】
平部２０３は、図１１に示すように、略長方形であって、貫通孔２０３ａは既存登り梁真
束８の頂部１３の貫通孔１３ａと略一致する位置に穿設されている。
【００３３】
立上り部２０４は、前述のように、平部２０３の一縁辺から略直角上向きに立ち上がり、
平部２０３側面に頂部母屋受け接続部２０６の縁辺を固着させて、隅木梁設置金具２０１
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の補強を図っている。
【００３４】
隅木梁接続部２０５は、その長さ等は特に限定されるものではないが、その厚さは第２新
規隅木梁２００の２本のＣ型鋼５の隙間と略等しくしている。また、２個の貫通孔２０５
ａはその中心を結ぶ線が水平方向に対して立上り角度αをなし、その間隔が第２新規隅木
梁２００の一端部２０２の一対の貫通孔２００ａと略等しい間隔となる位置に穿設されて
いる。更に、平面視では、図１１に示すように、立上り部２０４と略１３５°の角度をな
して立上り部２０４の平部２０３の裏側面の頂部母屋受け接続部２０６の方に固着されて
いる。これにより、図１２に示すように、頂部母屋受け接続部２０６を頂部母屋受け１０
の受け部１２に固定すると、隅木梁接続部２０５が既存大棟方向に対して４５°の軸線上
に位置することとなる。
【００３５】
頂部母屋受け接続部２０６は、図１１に示すように、その長さは特に限定されないが、そ
の高さは頂部母屋受け１０の受け部１２の高さと略等しくしている。また、貫通孔２０６
ａは、頂部母屋受け接続部２０６を頂部母屋受け１０の受け部１２にあてがったときに受
け部１２の貫通孔１２ａと略一致する高さ位置とし、かつ、隅木梁接続部２０５が既存登
り梁真束８の頂部１３の中心から既存大棟方向に対して４５°の軸線上に位置するように
穿設されている（図１２参照）。
【００３６】
以下、第２新規隅木梁２００の一端部２０２の既存登り梁真束８の上端部９への接続につ
いて説明する。まず、図１０に示すように、第２新規隅木梁２００を構成する２本のＣ型
鋼５の間に隅木梁設置金具２０１の隅木梁接続部２０５を挿入して、第２新規隅木梁２０
０の一端部２０２の貫通孔２００ａと隅木梁接続部２０５の貫通孔２０５ａとを締結具６
０で締結することにより、第２新規隅木梁２００の一端部２０２を隅木梁設置金具２０１
に接続する。
【００３７】
そして、図１１に示すように、既存登り梁真束８の頂部１３に隅木梁設置金具２０１の平
部２０３を載置し、既存登り梁真束８の頂部１３の貫通孔１３ａと平部２０３の貫通孔２
０３ａとを締結具６０で締結し、また、増築部側の頂部母屋受け１０の受け部１２に隅木
梁設置金具２０１の頂部母屋受け接続部２０６をあてがい、増築部側の頂部母屋受け１０
の受け部１２の貫通孔１２ａと頂部母屋受け接続部２０６の貫通孔２０６ａとを締結具６
０で締結し、隅木梁設置金具２０１を既存登り梁真束８の上端部９に固定することにより
、図９及び図１３に示すように、第２新規隅木梁２００の一端部２０２を既存登り梁真束
８の上端部９に接続する。
【００３８】
以上により、図８に示すように、第２新規隅木梁２００の一端部２０２は既存登り梁真束
８の上端部９に接続されて、既存小屋組と増築部の新規小屋組との境界に第２新規隅木梁
２００が設置される（図１参照）。
【００３９】
なお、本実施の形態では、施工現場において第２新規隅木梁２００の一端部２０２と隅木
梁設置金具２０１の隅木梁接続部２０５とをボルト締めで接続したが、これに限定される
ものではなく、予め工場において第２新規隅木梁２００の一端部２０２と隅木梁設置金具
２０１の隅木梁接続部２０５とを溶接で接続していもよい。これにより、施工現場での作
業を軽減することができる。
【００４０】
また、本実施の形態では、既存の小屋組をトラス小屋組としているが、図１３に示すよう
に、既存の小屋組を和小屋組とした同様であって、隅木梁設置金具２０１を用いて第２新
規隅木梁２００の一端部２０２を既存登り梁真束８の上端部９に接続する。
【００４１】
第３に、図１に示すように、既存大棟の中間部に設置された既存登り梁（トラス）１４を
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増築部側の新規大棟の端部に向って延長する。この既存登り梁（トラス）１４の延長は、
図１４に示すように、図１に示す既存寄棟束２と既存登り梁真束８との間に設置された既
存登り梁（トラス）真束１５の上端部１６に新規登り梁３００の一端部３０１を登り梁延
長金具３０２を用いて固定するとともに、増築部側の既存登り梁（トラス）１７と新規登
り梁３００との間に新規登り梁束３０３を登り梁束接続金具３０４を用いて設置すること
により行う。
【００４２】
既存登り梁（トラス）１４及増築部側の既存登り梁（トラス）１７は、図１４に示すよう
に、２本のＣ型鋼５４をボルト締めで締結し、開口部が互い外側を向き、かつ、所望の間
隔の隙間を確保したものであって、既存大棟から既存大梁の端部に向って斜め下方に下る
ように既存登り梁（トラス）真束１５及び既存登り梁束１８に支持されている。
【００４３】
また、既存登り梁（トラス）真束１５の上端部１６には断面略Ｌ字型の頂部母屋受け１９
が、既存登り梁（トラス）１４及び増築部側の既存登り梁（トラス）１７の上面には断面
略Ｌ字形の母屋受け２０がそれぞれ設けられている。また、母屋を受ける受け部２１、１
６には母屋を固定するための貫通孔２１ａ、１６ａがそれぞれ穿設されている（図２１又
は図２３参照）。
【００４４】
新規登り梁３００は、図１４に示すように、既存登り梁（トラス）１４及び増築部側の既
存登り梁（トラス）１７と同様の構成であって、所定の間隔をおいて登り梁延長金具３０
２や新規登り梁束３０３に接続するための貫通孔３００ａが穿設されている（図２３参照
）。
【００４５】
　登り梁延長金具３０２は、図１５に示すように、両端部に貫通孔３０５ａが穿設された
略長方形の頂部母屋受け接続部３０５と、両端部に貫通孔３０６ａが穿設された略長方形
の平部３０６と、頂部母屋受け接続部３０５の背側面中央部から水平方向に対して図１４
に示す大梁と既存登り梁（トラス）１４とがなす角度αと略等しい立上り角度（以下、「
立上り角度α」という。）で立ち上がり、頂部母屋受け接続部３０５と対向する端部に２
個の貫通孔 が穿設された登り梁接続部３０７と、頂部母屋受け接続部３０５と平
部３０６とを繋ぐ補強部３０８とを有している。
【００４６】
頂部母屋受け接続部３０５は、図１６又は図１７に示すように、その長さは頂部母屋受け
１９の受け部２１の長さと略等しく、貫通孔３０５ａは、頂部母屋受け接続部３０５を頂
部母屋受け１９の受け部２１にあてがったときに頂部母屋受け１９のの貫通孔２１ａと略
一致する位置に穿設されている。
【００４７】
平部３０６は、その長さは頂部母屋受け接続部３０５の長さと略等しく、貫通孔３０６ａ
は、頂部母屋受け接続部３０５を頂部母屋受け１９の受け部２１にあてがったときに既存
登り梁（トラス）真束１５の頂部２３に穿設された貫通孔２３ａと略一致する位置に穿設
されている。
【００４８】
　登り梁接続部３０７は、その長さは特に限定されないが、その厚さは新規登り梁３００
の２本のＣ型鋼５の隙間と略等しく、２個の貫通孔 は、その中心を結ぶ線が水平
方向に対して立上り角度αをなし、その間隔が新規登り梁３００の貫通孔３００ａと略等
しい間隔となる位置に穿設されている。これにより、登り梁延長金具３０２を既存登り梁
（トラス）真束１５に固定すると、登り梁接続部３０７は既存登り梁（トラス）１４の延
長上に位置することとなる。
【００４９】
補強部３０８は、その一端部が頂部母屋受け接続部３０５の端縁に、その下端部が平部３
０６の端縁にそれぞれ固着されることにより、頂部母屋受け接続部３０５と平部３０６と
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の間に隙間３０９を確保しながら頂部母屋受け接続部３０５と平部３０６とを繋いでいる
。
【００５０】
また、新規登り梁束３０３は、図１８に示すように、既存登り梁束１８と同様の構成であ
って、上端部には貫通孔３１０ａが穿設された新規登り梁接続部３１０が、下端部には登
り梁束接続金具３０４が設けられている。新規登り梁接続部３１０の２個の貫通孔３１０
ａは、その中心を結ぶ線が水平方向に対して立上り角度αをなし、その間隔が新規登り梁
３００の貫通孔３００ａと略等しい間隔となる位置に穿設されている（図２３参照）。
【００５１】
登り梁束接続金具３０４は、図１８に示すように、略長方形の設置部３１１と、該設置部
３１１の上面に設置部３１１の長手方向と略平行かつ幅方向の中央部に所定の立上り角度
βをなして設置された登り梁束接続部３１２と、設置部３１１の下面に設置部３１１の長
手方向と略平行かつ幅方向の中央部に略９０°をなして突設され、設置部３１１と対向す
る端部に貫通孔３１３ａが穿設された既存登り梁接続部３１３と、設置部３１１の一端か
ら略９０°をなして立ち上がり、その両端部に貫通孔３１４ａが穿設された母屋受け接続
部３１４と、設置部３１１の両側縁から略９０°をなして立ち上がり、一端部に母屋受け
接続部３１４の側縁をそれぞれ固着した補強部３１５とを有するものである。
【００５２】
設置部３１１は、図１９又は図２０に示すように、増築部側の既存登り梁（トラス）１７
の上面に設置するものであり、その幅は母屋受け２０の受け部２２の幅と略等しく、その
長さは母屋受け２０の設置間隔より短い。また、母屋受け接続部３１４と対向する端部の
下面に母屋受け２０の厚さと略等しい厚さの不陸調節部３１６を設けている。
【００５３】
　登り梁束接続部３１２は、新規登り梁束３０３の下端部を登り梁束接続金具３０４に接
続するためのものであり、その一側面中央部に登り梁束接続部３１２を補強するための補
強リブ３１７を設けている。登り梁束接続部３１２の長さ方向の位置は、登り梁束接続金
具３０４を増築部側の既存登り梁（トラス）１７に設置したときに新規登り梁束３０３が
既存登り梁束 の真上となる位置とする。また、立上り角度βを９０°に図１に示す大
梁１１と既存登り梁（トラス）１４とがなす角度αを足した角度として、登り梁束接続金
具３０４を増築部側の既存登り梁（トラス）１７に設置したときに、登り梁束接続部３１
２を増築部側の既存登り梁（トラス）１７に鉛直に立設させる。これにより、登り梁束接
続金具３０４を増築部側の既存登り梁（トラス）１７に固定するだけで、登り梁束接続部
３１２に接続された新規の新規登り梁束３０３は、既存登り梁束 の真上に鉛直に立設
することとなる。
【００５４】
なお、本実施の形態では、新規登り梁束３０３と登り梁束接続部３１２との接続は溶接に
より行うが、これに限定されるものではなく、図示はしないが、新規登り梁束３０３の下
端部及び登り梁束接続部３１２の上端部に貫通孔をそれぞれ穿設して、ボルト締めで新規
登り梁束３０３を登り梁束接続部３１２に接続することにより行ってもよい。
【００５５】
既存登り梁接続部３１３は、登り梁束接続金具３０４を増築部側の既存登り梁（トラス）
１７に設置するためのものであり、その厚さは増築部側の既存登り梁（トラス）１７の２
本のＣ型鋼５の隙間と略等しくし、その長さはＣ型鋼５のウェブの長さより長くしている
。
【００５６】
母屋受け接続部３１４は、母屋受け２０の受け部２２に固定されて登り梁束接続金具３０
４を増築部側の既存登り梁（トラス）１７に固定するものであり、その幅は母屋受け２０
の受け部２２の幅と略等しく、その高さは母屋受け２０の受け部２２の高さと略等しくし
ている。貫通孔３１４ａは、設置部３１１を増築部側の既存登り梁（トラス）１７の上面
に置いたときに、母屋受け２０の受け部２２の貫通孔２２ａと略一致する位置に穿設され
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ている。
【００５７】
補強部３１５は、登り梁束接続金具３０４の補強を図るものであり、設置部３１１の母屋
受け接続部３１４の方の下隅角部に水がたまらないように、該下隅角部と接する縁辺の一
部分を切り欠いて水抜き部３１８を設けている。
【００５８】
　以下、新規登り梁３００の端部 の既存登り梁（トラス）真束１５の上端部１６へ
の接続について説明する。まず、図２１に示すように、新規登り梁３００を構成する２本
のＣ型鋼５の間に登り梁延長金具３０２の登り梁接続部３０７を挿入して、新規登り梁３
００の一端部３０１の貫通孔３００ａと登り梁延長金具３０２の登り梁接続部３０７の貫
通孔 とをボルトナットで構成される締結具６０で締結することにより、新規登り
梁３００の一端部３０１を登り梁延長金具３０２に接続する。
【００５９】
　そして、増築部側の頂部母屋受け１９を登り梁延長金具３０２の隙間３０９に嵌め入れ
、増築部側の頂部母屋受け１９の受け部２１に登り梁延長金具３０２の頂部母屋受け接続
部３０５をあてがい、受け部２１の貫通孔 と頂部母屋受け接続部３０５の貫通孔３
０５ａとを締結具６０で締結し、既存登り梁（トラス）真束１５の頂部２３に登り梁延長
金具３０２の平部３０６を載置し、頂部２３の貫通孔２３ａと平部３０６の貫通孔３０６
ａとを締結具６０で締結することにより、登り梁延長金具３０２を増築部側の頂部母屋受
け１９及び既存登り梁（トラス）真束１５の頂部２３に固定する。これにより、図１６及
び図１７に示すように、新規登り梁３００の一端部３０１が既存登り梁（トラス）真束１
５の上端部１６に接続され、既存登り梁（トラス）１４の延長上に位置することとなる。
【００６０】
次に、新規登り梁束３０３の増築部側の既存登り梁（トラス）１７への設置について説明
する。まず、図２２に示すように、増築部側の既存登り梁（トラス）１７の２本のＣ型鋼
５の間に登り梁束接続金具３０４の既存登り梁接続部３１３を挿入し、登り梁束接続金具
３０４の設置部３１１を増築部側の既存登り梁（トラス）１７の上面に載置し、増築部側
の既存登り梁（トラス）１７の下面から突出した既存登り梁接続部３１３の突出部分の両
側に一方に貫通孔３１９ａが穿設された２枚の折れ形のプレート３１９をそれぞれあてが
い、各プレート１９の貫通孔３１９ａと既存登り梁接続部３１３の貫通孔３１３ａとを締
結具６０で締結することにより登り梁束接続金具３０４を増築部側の既存登り梁（トラス
）１７の上面に設置する。
【００６１】
また、図２３に示すように、登り梁束接続金具３０４の母屋受け接続部３１４を既存登り
梁束１８近傍の母屋受け２０の受け部２２にあてがい、母屋受け接続部３１４の貫通孔３
１４ａと受け部２２の貫通孔２２ａとを締結具６０で締結して母屋受け接続部３１４を母
屋受け２０に固定することにより、登り梁束接続金具３０４を増築部側の既存登り梁（ト
ラス）１７の上面に固定する。これにより、図１９及び図２０に示すように、登り梁束接
続金具３０４は、増築部側の既存登り梁（トラス）１７に固定される。
【００６２】
そして、図２３に示すように、新規登り梁接続部３１０を新規登り梁５の２本のＣ型鋼５
の間に挿入し、新規登り梁３００の貫通孔３００ａと新規登り梁接続部３１０の貫通孔３
１０ａとを締結具（図示せず）で締結することにより、新規登り梁接続部３１０を新規登
り梁３００に接続する。これにより、図１９に示すように、新規登り梁束３０３は、既存
登り梁束１８の真上に鉛直に立設する。
【００６３】
以上により、図１４に示すように、新規登り梁束３０３は増築部側の既存登り梁（トラス
）１７と新規登り梁３００との間に鉛直に立設して新規登り梁３００を支持するので、新
規登り梁３００が立上り角度αで既存登り梁（トラス）１４の延長上に設置される、即ち
、図１に示すように、既存登り梁（トラス）１４が増築部側の新規大棟の端部に向って延
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長されたこととなる。
【００６４】
　なお、図２４に示すように、設計の都合上、新規登り梁束３０３を既存登り梁束 の
真上からずらせて設ける場合には、設置部３１１の他端部に母屋受け接続部３１４が設け
られた登り梁束接続金具３２０を用い、該登り梁束接続金具 の母屋受け接続部３１
４を母屋受け２０に固定することにより、新規登り梁束３０３を増築部側の既存登り梁（
トラス）１７に設置する。
【００６５】
更に、本実施の形態では、新規登り梁束３０３を１本のＣ型鋼５としたが、既存登り梁束
７と同様に２本のＣ型鋼５とすることも可能である。この場合の登り梁束接続金具３３０
は、図２５に示すように、設置部３１１の長さは母屋受け２０の設置間隔と略等しく、設
置部３１１の両端に母屋受け接続部３１４が設けられている。
【００６６】
　登り梁束接続金具３３０と増築部側の既存登り梁（トラス）１７との接続は、図２６に
示すように、２個の母屋受け２０の間に、登り梁束接続金具３３０を嵌め入れ、各母屋受
け２０の受け部２２と各母屋受け接続部３１４とを締結具６０で締結することにより行う
。なお、新規登り梁束３０３と登り梁束接続金具３３０との接続は、新規登り梁束３０３
の下端部及び登り梁束接続部３１２の上端部に貫通孔をそれぞれ穿設して、これらの貫通
孔を締結具 で締結することにより行う。
【００６７】
　更にまた、本発明の実施の形態では、既存住宅の小屋組をトラス小屋組としているが、
図２７に示すように、既存の小屋組を和小屋組とした場合においても同様であって、登り
梁延長金具 を用いて新規登り梁３００の一端部３０１を既存登り梁（トラス）真束
１５の上端部１６に接続し、登り梁束接続金具３０４を用いて新規登り梁束３０３を増築
部側の既存登り梁（トラス）１７と新規登り梁３００間に鉛直に立設させる。
【００６８】
第４に、図１４に示すように、新規寄棟束４００を増築部側の既存登り梁（トラス）１７
に鉛直に立設させる。この新規寄棟束４００の立設は、登り梁束接続金具３０４を用いて
増築部側の既存登り梁（トラス）１７に設置された母屋受け２０に新規寄棟束４００の下
端部を固定することにより行う。
【００６９】
新規寄棟束４００は、図３に示す既存寄棟束２と同様の構成であって、開口部が外側を向
くように２本のＣ型鋼５をボルト締めで締結したものであって、上端部には頂部母屋受け
１９及び梁接続金具４０１が、下端部には登り梁束接続金具３０４がそれぞれ設けられて
いる。
【００７０】
新規寄棟束４００の梁接続金具４０１に第１新規隅木梁１００の他端部、第２新規隅木梁
２００の他端部及び新規登り梁３００の他端部を接続する。この接続は、前述と同様の手
順により行い、即ち、第１新規隅木梁１００を構成する２本のＣ型鋼５の間に梁接続金具
４０１の隅木梁接続部を挿入して、新規隅木梁１００の他端部と梁接続金具４０１とをボ
ルト締めすることにより、新規隅木梁１００の他端部を梁接続金具４０１に接続するとと
もに、第２新規隅木梁２００を構成する２本のＣ型鋼５の間に梁接続金具４０１の隅木梁
接続部を挿入して、第２新規隅木梁２００の他端部と梁接続金具４０１とをボルト締めす
ることにより、第２新規隅木梁２００の他端部を梁接続金具４０１に接続するとともに、
新規登り梁３００を構成する２本のＣ型鋼５の間に梁接続金具４０１の登り梁接続部を挿
入して、新規登り梁３００と梁接続金具４０１とをボルト締めすることにより行う（図１
４参照）。
【００７１】
　以上により、図１に示すように、第１新規隅木梁１００は既存寄棟束 と新規寄棟束４
００との間に設置され、新規登り梁３００は既存登り梁（トラス）真束１５と新規寄棟束
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４００との間に設置されて、既存隅木梁 及び既存登り梁（トラス）１４は増築後の小屋
組に対応して増築部側へそれぞれ延長されるとともに、第２新規隅木梁２００は既存登り
梁真束８と新規寄棟束４００との間に設置される。
【００７２】
　第５に、図１又は図２８に示すように、既存小屋組と増築部の新規小屋組との境界に発
生する谷部に新規谷木梁５００を設置する。この新規谷木梁５００の設置は、図２９に示
すように、谷部と増築部側の既存登り梁２４とが交差する に谷木梁設置金具５０４
を固定し、第１新規谷木梁５０１の一端部５０５を谷木梁設置金具５０４の

５０６に接続し、第２新規谷木梁５０２の一端部５０７を谷木梁設置金具５０４の第
２谷木梁接続部５０８に接続することにより行う。
【００７３】
増築部側の既存登り梁２４は、図２８に示すように、図１４に示す既存登り梁（トラス）
１４及増築部側の既存登り梁（トラス）１７と同様の構成である。
【００７４】
新規谷木梁５００は、第１新規谷木梁５０１と第２新規谷木梁５０２とを有しており、図
３に示す第１既存隅木梁１００と同様の構成であって、それぞれの両端部に一対の貫通孔
５００ａが穿設されている（図３３参照）。
【００７５】
谷木梁設置金具５０４は、図３０又は図３１に示すように、断面略Ｈ形の設置部５０９と
、該設置部５０９のウェブプレート５１０下面の幅方向中央部に突設され、該ウェブプレ
ート５１０と対向する端部に貫通孔５１１ａが穿設された登り梁接続部５１１と、設置部
５０９のウェブプレート５１０の一端部から略９０°をなして立ち上がり、その両端部に
貫通孔５１２ａが穿設された母屋受け接続部５１２と、設置部５０９の一方のフランジプ
レート５１３Ｆの外側面から図３に示す既存隅木梁１の立上り角度θと略等しい立上り角
度で立ち上がる第１谷木梁接続部５０６と、設置部５０９の他方のフランジプレート５１
３Ｓの第１谷木梁接続部５０６の延長上に設置される第２谷木梁接続部５０８とを有して
いる。
【００７６】
設置部５０９のウェブプレート５１０は、その長さは母屋受け２５の設置間隔より短く、
その幅は母屋受けの受け部２６の幅と略等しい。また、その他端部の下面に母屋受け２５
の厚さと略等しい厚さの不陸調節部５１４を設けている。また、設置部５０９のフランジ
プレート５１３Ｆ、５１３Ｓは、ウェブプレート５１０の母屋受け接続部５１２の方の下
隅角部に水がたまらないように、該下隅角部と接する縁辺の一部分を切り欠いて水抜き部
５１５を設けている。
【００７７】
登り梁接続部５１１は、その厚さは増築部側の既存登り梁２４の２本のＣ型鋼５の隙間と
略等しくし、その長さはＣ型鋼５のウェブの長さより長くする。
【００７８】
母屋受け接続部５１２は、その長さは母屋受け２５の受け部２６の長さと略等しくし、貫
通孔５１２ａは、谷木梁設置金具５０４を増築部側の既存登り梁２４に載置したときに母
屋受け２５の受け部２６の貫通孔２６ａと略一致する位置に穿設されている（図３２参照
）。なお、母屋受け２５は、母屋受け２０と同様の構成である (図２３参照 )。
【００７９】
第１谷木梁接続部５０６は、図２９に示すように、その長さ等は特に限定されるものでは
ないが、その厚さは新規谷木梁５００の２本のＣ型鋼５の隙間と略等しくしている。また
、平面視では、設置部５０９のフランジプレート５１３Ｆと略４５°の角度をなして固着
されている。これにより、設置部５０９を増築部側の既存登り梁２４に設置すると、第１
谷木梁接続部５０６が増築部側の既存登り梁２４に対して４５°の軸線上に位置すること
となる。更に、２個の貫通孔５０６ａは、その中心を結ぶ線が水平方向に対して立上り角
度θをなし、その間隔が新規谷木梁５００の一対の貫通孔５００ａと略等しい間隔となる
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位置に穿設されている（図３３参照）。
【００８０】
第２谷木梁接続部５０８は、図３１に示すように、第１谷木梁接続部５０６と同様の構成
であって、２個の貫通孔５０８ａは、その中心を結ぶ線が第１谷木梁接続部５０６の貫通
孔５０６ａの中心を結ぶ線の延長上に穿設されている。
【００８１】
以下、新規谷木梁５００の谷部への設置について説明する。まず、図３１に示すように、
増築部側の既存登り梁２４の２本のＣ型鋼５の間に谷木梁設置金具５０４の登り梁接続部
５１１を挿入し、谷木梁設置金具５０４の設置部５０９を増築部側の既存登り梁２４の上
面に載置し、増築部側の既存登り梁２４の下面から突出した登り梁接続部５１１の突出部
分の両側に一方に貫通孔５１６ａが穿設された２枚の折れ形プレート５１６をそれぞれあ
てがい、各プレート５１６の貫通孔５１６ａと登り梁接続部５１１の貫通孔５１１ａとを
締結具６０で締結することにより谷木梁設置金具５０４を増築部側の既存登り梁２４の上
面に設置する。
【００８２】
また、図３２に示すように、谷木梁設置金具５０４の母屋受け接続部５１２を母屋受け２
５の受け部２６にあてがい、母屋受け接続部５１２の貫通孔５１２ａと母屋受け２５の受
け部２６の貫通孔２６ａとを締結具６０で締結して母屋受け接続部５１２を母屋受け２５
に固定することにより、谷木梁設置金具５０４を増築部側の既存登り梁２４の上面に固定
する。
【００８３】
　次に、図３３に示すように、第１新規谷木梁５０１を構成する２本のＣ型鋼５の隙間に
谷木梁設置金具５０４の第１谷木梁接続部５０６を挿入して、第１新規谷木梁５０１の一
端部５０５の貫通孔 と谷木梁設置金具５０４の第１谷木梁接続部５０６の貫通孔
５０６ａとを締結具６０で締結することにより、第１新規谷木梁５０１の一端部５０５を
谷木梁設置金具５０４に接続する。これにより、図３４に示すように、第１新規谷木梁５
０１は から第２新規隅木梁２００の端部に向って設置される（図１参照）。
【００８４】
　同様にして、図３３に示すように、第１新規谷木梁５０１と同様に、第２新規谷木梁５
０２を構成する２本のＣ型鋼５の隙間に谷木梁設置金具５０４の第２谷木梁接続部５０８
を挿入して、第２新規谷木梁５０２の一端部５０７の貫通孔５０２ａと谷木梁設置金具５
０４の第２谷木梁接続部５０８の貫通孔５０８ａとを締結具６０で締結することにより、
第２新規谷木梁５０２の一端部５０７を谷木梁設置金具５０４に接続する。これにより、
図３５に示すように、第２新規谷木梁５０２は から軒先の入隅に向って設置される
。従って、新規谷木梁５００は谷部の に設置されることとなる。
【００８５】
　次に、図９に示すように、第２新規隅木梁２００を接続する既存登り梁真束８に設置し
た の谷木梁接続部 に第１新規谷木梁５０１の他端部５１７を
接続する。この接続は、前述のように、第１新規谷木梁５０１の２本のＣ型鋼５の隙間に

の谷木梁接続部 を挿入し、第１新規谷木梁５０１の他端部
と の谷木梁接続部 とを締結具６０で締結することにより

行う。
【００８６】
以上により、図１に示すように、新規谷木梁５００は谷部に設置されることとなる。
【００８７】
なお、本実施の形態では、設置部５０９の一端部に母屋受け接続部５１２を設けているが
、図３６に示すように、設計上の都合によっては、設置部５０９の他端部に母屋受け接続
部５１２が設けられた谷木梁設置金具５２０を用いる。
【００８８】
　また、本実施の形態では、既存の小屋組をトラス小屋組としているが、図３７に示すよ
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うに、既存の小屋組を和小屋組とした場合においても同様であって、谷木梁設置金具５０
４や を用いて第１新規谷木梁５０１及び第２新規谷木梁５０２を谷
部に設置する。
【００８９】
　更に、設計上必要がある場合には、図３８に示すように、 から第２新規隅木梁２
００に向って既存大棟と略平行に新規登り梁５５０を設置する。この新規登り梁５５０の
設置は、図３９に示す ５５１を用いて行う。なお、新規登り梁５５０は、
図２８に示す増築部側の既存登り梁２４と同様の構成である。
【００９０】
　谷木梁設置金具 は、図３９に示すように、図３０に示す谷木梁設置金具５０４と
同様の構成であって、設置部５０９の第１谷木梁接続部５０６側のフランジプレート５１
３Ｆの外側面に、該外側面から増築部側の既存登り梁２４の立上り角度α（図２８参照）
と略等しい立上り角度で立ち上がる新規登り梁接続部５５２を有している。
【００９１】
　新規登り梁接続部５５２は、図３９又は図４０に示すように、第１谷木梁接続部５０６
と及び第２谷木梁接続部５０８と同様の構成であって、平面視では、設置部５０９のフラ
ンジプレート５１３Ｆと略９０°の角度をなして固着されている。これにより、設置部５
０９を増築部側の既存登り梁２４に設置すると、新規登り梁接続部 が増築部側の既
存登り梁２４に対して略９０°をなすこととなる。
【００９２】
　新規登り梁５５０の への接続は、まず、前述と同様の手順で谷木梁設置金具

を増築部側の既存登り梁２４に固定し、第１新規谷木梁５０１及び第２新規谷木梁５０
２と同様の手順により新規登り梁５５０の一端部５５３を谷木梁設置金具 の新規登
り梁接続部５５２にボルト締めで接続することにより行う（図３３参照）。これにより、
図４０及び図４１に示すように、新規登り梁５５０は から第２新規隅木梁２００に
向って設置される（図３８参照）。
【００９３】
次に、図示はしないが、新規登り梁５５０の他端部を第２新規隅木梁２００の所定位置に
設置された梁接続金具にボルト締めで接続することにより、新規登り梁５５０の他端部を
第２新規隅木梁２００に接続する。これにより、図３８に示すように、新規登り梁５５０
は、第２新規隅木梁２００と新規谷木梁５００との間に既存大棟と略平行に設置される。
【００９４】
第６に、図４２に示すように、既存住宅の増築部側の母屋の設置方向を略９０°変更して
増築部の新規母屋を既存住宅の既存母屋と略同一面に配置する。まず、増築部の新規軒先
母屋６００を既存住宅の既存軒先母屋２９と略同一面に配置する。具体的には、図４３に
示すように、既存住宅と増築部の境界に位置する既存隅木梁３０（図示せず）の軒先部に
設けられた既存軒先梁３１の先端に設置された軒先母屋受け金具３２に軒先母屋延長金具
６０１を固定し、該軒先母屋受け金具６０１に新規軒先母屋６００の端部６０２を接続す
ることにより、新規軒先母屋６００を既存軒先母屋２９の延長上に設置する。なお、本各
実施の形態に示す既存隅木梁３０及び既存軒先梁３１は、図３に示す既存隅木梁１と同様
の構成であって、２本のＣ型鋼をボルト締めで締結したものであって、既存大棟の端部か
ら軒先の出隅に向って４５°の方向へ持ち出すように設けられている (図４２参照 )。
【００９５】
　既存軒先母屋２９は、図４４に示すように、先端を所定の形状に形成した長尺の木角材
であり、端部を既存軒先梁３１の先端に設けられた軒先母屋受け金具３２にボルトナット
から構成される締結具６０で締結して固定されることにより既存軒先梁３１に設置されて
いる（ 参照）。
【００９６】
軒先母屋受け金具３２は、図４４に示すように、中央部で略９０°の角度をなして折れ曲
がり、両端部に貫通孔３３ａが穿設された山形プレート３３と、該山形プレート３３の折
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曲部３４の入隅に一方の縁辺が固着された略長方形の接続プレート３５とを有している。
軒先母屋受け金具３２の既存軒先梁３１への固定は、接続プレート３５の他方を既存軒先
梁３１の先端から、既存軒先梁３１の２本のＣ型鋼の間に挿入し、接続プレート３５の他
方を既存軒先梁３１の先端にボルト締めで固定することにより行う。
【００９７】
既存軒先母屋２９の軒先母屋受け金具３２への固定は、図４３に示すように、既存軒先母
屋２９の先端と増築部側の既存軒先母屋３６の先端とが略合致するように、軒先母屋受け
金具３２の山形プレート３３の両外側面に既存軒先母屋２９の端部と増築部側の既存軒先
母屋３６の端部とをそれぞれあてがい、締結具６０で締結して固定することにより行う。
これにより、既存軒先母屋２９と増築部側の既存軒先母屋３６とが同一面に、かつ、略９
０°の角度をなして既存軒先梁３１の先端部に配置される。
【００９８】
　新規軒先母屋６００は、図４４に示す既存軒先母屋２９と同様に、先端を所定の形状に
形成した長尺の木角材であって、端部６０２には貫通孔６０２ａが穿設されている（

参照）。
【００９９】
軒先母屋延長金具６０１は、図４４に示すように、両端部に貫通孔６０３ａ、６０４ａが
穿設された１枚のプレートを中央部で捻るようにして略９０°の角度をなすように折り曲
げて形成し、その一方を軒先母屋受け接続部６０３、その他方を軒先母屋接続部６０４と
したものである。
【０１００】
軒先母屋延長金具６０１の軒先母屋受け金具３２への固定は、図４５に示すように、軒先
母屋受け金具３２の山形プレート３３の増築部側の側面に軒先母屋延長金具６０１の軒先
母屋受け接続部６０３の側面を軒先母屋受け金具３２の折曲部３４と軒先母屋延長金具６
０１の折曲部６０５とが略合致するようにあてがい、軒先母屋受け金具３２の山形プレー
ト３３の貫通孔３３ａと軒先母屋延長金具６０１の軒先母屋受け接続部６０３の貫通孔６
０３ａとを締結具６０で締結することにより行う。これにより、図４５に示すように、軒
先母屋延長金具６０１の軒先母屋接続部６０４と軒先母屋受け金具３２の山形プレート３
３の既存軒先母屋２９側の側面とが略同一面に、かつ、一直線上に配置される。
【０１０１】
新規軒先母屋６００の端部６０２の軒先母屋延長金具６０１への接続は、図４６に示すよ
うに、軒先母屋延長金具６０１を軒先母屋受け金具３２に固定した後、既存軒先母屋２９
の先端と新規軒先母屋６００の先端とが略合致するように、軒先母屋延長金具６０１の軒
先母屋接続部６０４に新規軒先母屋６００の端部６０２をあてがい、該新規軒先母屋６０
０の端部６０２の貫通孔６０２ａと軒先母屋延長金具６０１の軒先母屋接続部６０４の貫
通孔６０４ａとを締結具６０で締結することにより行う。これにより、図４３に示すよう
に、新規軒先母屋６００が既存軒先母屋２９の延長上に設置される。
【０１０２】
以上により、図４２に示すように、既存住宅の増築部側の母屋の設置方向が略９０°変更
されて、新規軒先母屋６００が既存軒先母屋２９と同一面に配置される、即ち、既存軒先
母屋２９が増築部側へ延長されたこととなる。
【０１０３】
　次に、図４２に示すように、増築部の新規第１母屋６１０を既存住宅の既存第１母屋３
７と同一面に配置する。具体的には、図４７に示すように、既存軒先梁３１の既存隅木梁
１００（図示せず）の方の端部に設置された第１母屋受け金具３８に第１母屋延長金具６
１１を固定し、該第１母屋延長金具６１１に新規第１母屋６１０の端部６１２を接続する
ことにより、新規第１母屋６１０を既存第１母屋３７の延長上に設置することにより行う
。新規第１母屋６１０は、長尺の木角材であって、端部６１２には貫通孔６１２ａが穿設
されている（ 参照）。
【０１０４】
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　既存第１母屋３７は、既存軒先母屋２９と同様の構成であって、図４７に示すように、
端部を既存軒先梁３１の所定位置に設けられた第１母屋受け金具３８に締結具６０で締結
して固定されることにより、 の１段上に設置されている（ 参照）
。
【０１０５】
第１母屋受け金具３８は、図４８に示すように、斜辺が長辺に対して略４５°の角度をな
す略台形の平部３９と、該平部３９の長辺から略９０°の角度をなして上向きに立ち上が
り、端部に貫通孔４０ａが穿設された第１母屋受け部４０とを有している。第１母屋受け
金具３８の既存軒先梁３１への固定は溶接により行われ、２個の第１母屋受け金具３８は
、各第１母屋受け部４０が既存軒先梁３１の長軸線Ｌに対して対称となるように、即ち、
第１母屋受け部４０どうしが略９０°の角度をなすように、既存軒先梁３１の両側面に設
けられている。
【０１０６】
既存第１母屋３７の第１母屋受け金具３８への固定は、図４７に示すように、既存第１母
屋３７の先端を既存軒先梁３１の増築部側面に当接させ、既存第１母屋３７の端部を第１
母屋受け金具３８の平部３９に載置し、第１母屋受け金具３８の第１母屋受け部４０に締
結具６０で締結することにより行う。これにより、既存第１母屋３７と増築部側の既存第
１母屋４１とが同一面に、かつ、略９０°の角度をなして既存軒先梁３１に配置される。
【０１０７】
第１母屋延長金具６１１は、図４９に示すように、斜辺が長辺に対して略４５°の角度を
なす略台形の蓋部６１３と、該蓋部６１３の短辺から略９０°の角度をなして下向きに垂
れ下がり、下隅角部に貫通孔６１４ａが穿設された第１母屋受け接続部６１４とを有する
第１母屋受け接続部材６１５と、斜辺が長辺に対して略４５°の角度をなす略台形の底部
６１６と、該底部６１６の短辺から略９０°の角度をなして上向きに立ち上がり、上隅角
部に貫通孔６１７ａが穿設された第１母屋接続部６１７とを有する第１母屋接続部材６１
８と、略長方形の添え部６１９と、蓋部６１３の斜辺と対向する縁辺及び第１母屋受け接
続部６１４の縁辺に固着された略長方形の補強部６２０とを有しており、添え部６１９の
表面に底部６１６の斜辺及び第１母屋接続部６１７の縁辺及び蓋部６１３の斜辺を固着す
ることにより形成したものである。
【０１０８】
　第１母屋延長金具６１１の増築部側の第１母屋受け金具３８への固定は、図５０に示す
ように、第１母屋延長金具６１１の第１母屋受け接続部材６１５を第１母屋受け金具３８
の第１母屋受け部４０に上方から被せて、第１母屋受け金具３８の第１母屋受け部４０の
平部３９側面に第１母屋延長金具６１１の第１母屋受け接続部材６１５の第１母屋受け接
続部６１４をあてがうとともに、既存軒先梁３１の増築部側面に第１母屋延長金具６１１
の添え部６１９の裏面をあてがい、第１母屋受け金具 の第１母屋受け部４０に第１母
屋延長金具６１１の第１母屋受け接続部６１４を締結具（図示せず）で締結して固定する
ことにより行う。
【０１０９】
このとき、第１母屋延長金具６１１の第１母屋受け接続部材６１５の折曲部の長さを、第
１母屋受け金具３８の第１母屋受け部４０の上縁辺と略等しくしておくと、第１母屋延長
金具６１１を第１母屋受け金具３８に固定したときに、第１母屋延長金具６１１の第１母
屋受け接続部材６１５が、既存軒先梁３１と第１母屋延長金具６１１の補強部６２０とで
挟まれた状態となるので、第１母屋延長金具６１１を第１母屋受け金具３８に安定良く設
置することができる (図５１参照 )。
【０１１０】
これにより、図５１に示すように、第１母屋延長金具６１１の第１母屋接続部材６１８の
折曲部６２１は、既存第１母屋３７の方の第１母屋受け金具３８の折曲部４２と略同一面
に、かつ、その延長線上に配置される。
【０１１１】
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新規第１母屋６１０の端部６１２の第１母屋延長金具６１１への接続は、図５１に示すよ
うに、第１母屋延長金具６１１を第１母屋受け金具３８に固定した後、第１母屋延長金具
６１１の第１母屋接続部材６１８に新規第１母屋６１０の端部６１２を載置し、該新規第
１母屋６１０の端部６１２の貫通孔６１２ａと第１母屋延長金具６１１の第１母屋接続部
６１７の貫通孔６１７ａとを締結具６０で締結することにより行う。これにより、図４７
に示すように、新規第１母屋６１０が既存第１母屋３７の延長上に設置される。
【０１１２】
以上により、図４２に示すように、既存住宅の増築部側の母屋の設置方向が略９０°変更
されて、新規第１母屋６１０が既存第１母屋３７と同一面に配置される、即ち、既存第１
母屋３７が増築部側へ延長されたこととなる。
【０１１３】
次に、図４２に示すように、増築部の新規第２母屋６３０を既存住宅の既存第２母屋４３
と同一面に配置する。具体的には、図５２に示すように、既存隅木梁３０と既存軒先梁３
１との接続部近傍に設置された第２母屋受け金具４４に第２母屋延長金具６３１を固定し
、該第２母屋延長金具６３１に新規第２母屋６３０の端部６３２を接続することにより、
新規第２母屋６３０を既存第２母屋４３の延長上に設置する。新規第２母屋６３０は、長
尺の木角材であって、端部６３２には貫通孔６３２ａが穿設されている（図５６参照）。
【０１１４】
　既存第２母屋４３は、既存軒先母屋２９及び既存第１母屋３７と同様の構成であって、
図５２に示すように、端部を既存隅木梁３０の既存軒先梁１０１との接続部近傍に設けら
れた第２母屋受け金具４４に締結具６０で締結して固定されることにより、既存軒先母屋
２９の２段上に設置されている（ 参照）。
【０１１５】
第２母屋受け金具４４は、図５３に示すように、互いに略９０°をなす２つの縁辺を有す
る略六角形の平部４５と、該各平部４５の縁辺からそれぞれ略９０°をなして上向きに立
ち上がり、上端部に貫通孔４６ａが穿設された第２母屋受け部４６とを有している。第２
母屋受け金具４４の既存隅木梁３０への固定は溶接により行われ、第２母屋受け金具４４
の２個の第２母屋受け部４６が互いに既存隅木梁３０の長軸線Ｌに対して対称となるよう
に既存隅木梁３０の上面に設けられている。
【０１１６】
既存第２母屋４３の第２母屋受け金具４４への固定は、図５２に示すように、、既存第２
母屋４３の先端と増築部側の既存第２母屋４７の先端とが略合致するように、既存第２母
屋４３の端部及び増築部側の既存第２母屋４７の端部をそれぞれ第２母屋受け金具４４の
平部４５に載置するとともに、各第２母屋受け部４６に締結具６０で締結して固定するこ
とにより行う。これにより、既存第２母屋４３と増築部側の既存第２母屋４７とが同一面
に、かつ、略９０°の角度をなして既存隅木梁３０に配置される。
【０１１７】
第２母屋延長金具６３１は、図５４に示すように、第２の実施形態の第１母屋延長金具６
１１と同様の構成であり、蓋部６３３と貫通孔６３４ａが穿設された第２母屋受け接続部
６３４とを有する第２母屋受け接続部材６３５と、底部６３６と貫通孔６３７ａが穿設さ
れた第２母屋接続部６３７とを有する第２母屋接続部材６３８と、添え部６３９と、補強
部６４０とを有しており、添え部６３９の表面に底部６３６の斜辺、第２母屋接続部３４
の縁辺及び蓋部６３３の斜辺を固着することにより形成したものである。
【０１１８】
第２母屋延長金具６３１の第２母屋受け金具４４への固定においても、図５５に示すよう
に、第２の実施形態と同様であり、第２母屋延長金具６３１の第２母屋受け接続部材６３
５を第２母屋受け金具４４の第２母屋受け部４６に上方から被せて、第２母屋受け金具４
４の第２母屋受け部４６に第２母屋延長金具６３１の第２母屋受け接続部６３４を締結具
（図示せず）で締結して固定することにより行う。
【０１１９】
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　このとき、第２母屋延長金具６３１の第２母屋受け接続部材６３５の折曲部の長さを、
第２母屋延長金具６３１を第２母屋受け金具４４に固定したときの添え部６３９から第２
母屋受け部４６の既存隅木梁３０と対向する縁辺までの距離と略等しくしておくと、第２
母屋延長金具６３１を第２母屋受け金具４４に固定したときに、第２母屋延長金具６３１
の第２母屋受け接続部材６３５が、第２母屋延長金具６３１の添え部 と補強部６４
０とで挟まれた状態となるので、第２母屋延長金具６３１を第２母屋受け金具４４に安定
良く設置することができる（図５６参照）。
【０１２０】
これにより、図５６に示すように、第２母屋延長金具６３１の第２母屋接続部材６３８の
折曲部６４１が既存第２母屋４３の方の折曲部４８と略同一面に、かつ、その延長線上に
配置される。
【０１２１】
新規第２母屋６３０の端部６３２の第２母屋延長金具６３１への接続は、図５６に示すよ
うに、第２母屋延長金具６３１を第２母屋受け金具４４に固定した後、第２母屋延長金具
６３１の第２母屋接続部材６３８に新規第２母屋６３０の端部６３２を載置し、該新規第
２母屋６３０の端部６３２の貫通孔６３２ａと第２母屋延長金具６３１の第２母屋接続部
６３７の貫通孔６３７ａとを締結具６０で締結することにより行う。これにより、図５２
に示すように、新規第２母屋６３０が既存第２母屋４３の延長上に設置される。
【０１２２】
　以上により、図４２に示すように、既存住宅の増築部側の母屋の設置方向が略９０°変
更されて、新規第２母屋６３０が既存第２母屋４３と同一面に配置される、即ち、既存

母屋 が増築部側へ延長されたこととなる。
【０１２３】
次に、図４２に示すように、増築部の新規一般母屋６５０を既存住宅の既存一般母屋４９
と同一面に配置する。具体的には、図５７に示すように、既存隅木梁３０に設置された一
般母屋受け金具５０に一般母屋延長金具６５１を固定し、該一般母屋延長金具６５１に新
規一般母屋６５０の端部６５２を接続することにより、新規一般母屋６５０を既存一般母
屋４９の延長上に設置する。なお、新規一般母屋６５０は、長尺の木角材であって、端部
６５２には貫通孔６５２ａが穿設されている（図６１参照）。
【０１２４】
　既存一般母屋４９は、既存軒先母屋２９、既存第１母屋３７及び既存第２母屋４３と同
様の構成であって、図５７に示すように、端部を既存隅木梁３０に設けられた一般母屋受
け金具５０に締結具６０で締結して固定されることにより、既存軒先母屋２９の３段以上
に設置されている（ 参照）。
【０１２５】
一般母屋受け金具５０は、図５８に示すように、第３の実施形態の第２母屋受け金具４４
と同様の構成であり、互いに略９０°をなす２つの縁辺を有する略六角形の平部５１と、
該各平部５１の縁辺からそれぞれ略９０°をなして上向きに立ち上がり、上端部に貫通孔
５２ａが穿設された一般母屋受け部５２とを有している。一般母屋受け金具５０の既存隅
木梁３０への固定は溶接により行われ、一般母屋受け金具５０の２個の一般母屋受け部５
２が互いに既存隅木梁３０の長軸線Ｌに対して対称となるように既存隅木梁３０の上面に
設けられている。
【０１２６】
既存一般母屋４９の一般母屋受け金具５０への固定も、図５７に示すように、第３の実施
形態と同様に、既存一般母屋４９の端部及び増築部側の既存一般母屋５３の端部をそれぞ
れ一般母屋受け金具５０の平部５１に載置するとともに、各一般母屋受け部５２に締結具
６０で締結して固定することにより行う。これにより、既存一般母屋４９と増築部側の既
存一般母屋５３とが同一面に、かつ、略９０°の角度をなして既存隅木梁３０に配置され
る。
【０１２７】
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　一般母屋延長金具６５１は、図５９に示すように、斜辺が長辺に対して略４５°の角度
をなし、上隅角部に貫通孔６５３ａが穿設された略台形の一般母屋受け接続部６５３と、
略長方形状の底部６５４と、該底部６５４の長辺から略９０°の角度をなして上向きに立
ち上がり、上隅角部に貫通孔６５５ａが穿設された斜辺が長辺に対して略４５°の角度を
なす略台形の一般母屋接続部６５５とを有する一般母屋接続部材６５６と、一般母屋受け
接続部 の斜辺と対向する縁辺に固着された補強部６５７とを有しており、一般母屋
受け接続部６５３の斜辺と一般母屋接続部６５５の斜辺とを略合致させて固着することに
より形成したものである。
【０１２８】
一般母屋延長金具６５１の一般母屋受け金具５０への固定は、図６０に示すように、一般
母屋受け金具５０の増築部側の一般母屋受け部５２の平部５１側面に一般母屋延長金具６
５１の一般母屋受け接続部６５３をあてがい、一般母屋受け金具５０の一般母屋受け部５
２に一般母屋延長金具６５１の一般母屋受け接続部６５３を締結具（図示せず）で締結し
て固定することにより行う。
【０１２９】
このとき、一般母屋延長金具６５１の一般母屋受け接続部６５３の上縁辺の長さを、一般
母屋延長金具６５１を一般母屋受け金具５０に固定したときに、一般母屋受け接続部６５
３の斜辺が既存一般母屋４９の先端に当接する長さとしておくと、一般母屋延長金具６５
１の補強部６５７に一般母屋受け金具５０の一般母屋受け部５２の既存隅木梁３０と対向
する縁辺が当接することとなり、一般母屋延長金具６５１の一般母屋受け接続部６５３が
、既存一般母屋４９と一般母屋延長金具６５１の補強部６５７とで挟まれた状態となるの
で、一般母屋延長金具６５１を一般母屋受け金具５０に安定良く設置することができる (
図６１参照 )。
【０１３０】
　これにより、図６１に示すように、一般母屋延長金具６５１の一般母屋接続部材６５６
の折曲部６５８が一般母屋受け金具５０の の方の折曲部５４と略同一面
に、かつ、その延長線上に配置される。
【０１３１】
新規一般母屋６５０の端部６５２の一般母屋延長金具６５１への接続は、図６１に示すよ
うに、一般母屋延長金具６５１を一般母屋受け金具５０に固定した後、一般母屋延長金具
６５１の一般母屋接続部材６５６に新規一般母屋６５０の端部６５２を載置し、該新規一
般母屋６５０の端部６５２の貫通孔６５２ａと一般母屋延長金具６５１の一般母屋接続部
６５５の貫通孔６５５ａとを締結具６０で締結することにより行う。これにより、図５７
に示すように、新規一般母屋６５０が既存一般母屋４９の延長上に設置される。
【０１３２】
以上により、図４２に示すように、既存住宅の増築部側の母屋の設置方向が略９０°変更
されて、新規一般母屋６５０が既存一般母屋４９と同一面に配置される、即ち、既存一般
母屋４９が増築部側へ延長されたこととなる。
【０１３３】
第７に、図６２に示すように、既存住宅の桁側面の軒先に沿って軒先梁を新たに追加する
。この軒先梁の設置の第１の実施の形態は、既存住宅の桁側面の軒先に沿って、既存のト
ラス１０００の両側方に軒先梁１００１を設置し、且つ、増築部側に該軒先梁１００１と
略直交する方向へ直交梁１００２を設置する必要がある場合の軒先梁設置工法であって、
図６３に示す手順で、トラス軒先部１００３に前処理を施し、図６６に示すような、ウエ
ブ跨ぎ部７００と、軒先梁接続部７０１と、直交梁接続部７０２と、底部７０３を有する
軒先梁設置金具７０４を、相隣接するトラス１０００の軒先側の端部に、軒先梁接続部７
０１を相対向させてそれぞれ配設し、相対向する軒先梁接続部７０１に、軒先梁１００１
の両端部を接続することにより行うものである。以下、更に詳細に説明する。
【０１３４】
軒先梁設置金具７０４をトラス１０００の軒先側の端部に設置する際には、トラス軒先部
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１００３、及びトラス１０００の軒先側の端部に設けられたプレート１００４が邪魔とな
るため、それらを切除する前処理工程が必要となる。この前処理工程の手順を示すのが図
６３であり、各手順ごとの作業後の状態を表すのが図６４、及び図６５である。
【０１３５】
手順１では、トラス軒先部１００３を切除している。これは、トラス軒先部１００３を適
宜に短くしておくことにより、後の作業を行い易くするためである。ここで、図６４（ａ
)は、この手順の作業前の状態を、図６４（ｂ）は作業後の状態を表している。尚、切断
に用いる工具としては、例えばレシプロソー（不図示）を用いることができ、後述する切
断作業についても同様である。
【０１３６】
手順２では、トラス１０００の軒先側の端部に、軒先に面して設けられている断面略逆Ｌ
字型のプレート１００４を取り除くために、該プレート１００４とトラス１０００との接
合面に沿うように、トラス軒先部１００３と共に、鉛直方向に切断している。このとき、
プレート１００４とトラス１０００との溶接部を避け、プレート１００４とトラス１００
０との接合面より若干内側で切断すると切断し易い。ここで、図６４（ｃ）は、この手順
の作業後の状態を表している。
【０１３７】
手順３では、トラス軒先部１００３を、トラス１０００のＣ型鋼１００５先端部より若干
軒先側において、トラス１０００のウエブ１００６に達するまで切断している。これは、
軒先梁設置金具７０４を設置するのに邪魔となる部分を除去するためである。ここで、図
６４（ｄ）は、この手順の作業後の状態を表している。
【０１３８】
手順４では、プレート１００４の下部を軒先側から水平方向に切断することにより、プレ
ート１００４をトラス１０００から切り離している。ここで、図６５（ａ）は、この手順
の作業後の状態を表している。
【０１３９】
手順５では、例えば、サンダー (不図示 )等の工具を用いて研磨することにより、手順４に
おいてトラス１０００の下部に残ったプレート１００４の残片を取り除いている。これに
より、軒先梁設置金具７０４の該部位への納まりが良くなる、という利点がある。ここで
、図６４（ｂ）は、この手順の作業後の状態を表している。
【０１４０】
手順６では、軒先側からトラス１０００のウエブ１００６の傾斜に沿って、手順３におい
て切断した位置まで、トラス１０００とトラス軒先部１００３との接合面を切断し、トラ
ス軒先部１００３の軒先側部を除去している。ここで、図６５（ｃ）は、この手順の作業
後の状態を表している。
【０１４１】
図６６に示す軒先梁設置金具７０４の底部７０３から鉛直方向に立ちあがる、左右１対の
ウエブ跨ぎ部７００は、トラス１０００のウエブ１００６の厚さよりも若干広い間隔をお
いて略平行に配置されている。軒先梁設置金具７０４の設置に際しては、図６７及び図６
８に示すように、ウエブ跨ぎ部７００が、前述のような前処理を施したトラス１０００の
ウエブ１００６の軒先側の端部を跨ぐように軒先梁設置金具７０４をあてがい、トラス１
０００のウエブ１００６の軒先側の端部が直交梁接続部７０２に達するまで軒先梁設置金
具７０４を押し込むと共に、ウエブ跨ぎ部７００に設けた貫通孔７０５、及び底部７０３
に設けた貫通孔７０６において、ボルト締めでトラス１０００、及び軸組１００７に固定
している。
【０１４２】
軒先梁設置金具７０４の両側部に突設された軒先梁接続部７０１は、ウエブ跨ぎ部７００
、及び底部７０３の双方と略９０°の角度をなしており、図６９に示すように、該軒先梁
接続部７０１に、Ｈ型鋼である軒先梁１００１のウエブ１００８を当接させ、軒先梁接続
部７０１に設けられた貫通孔７０７においてボルト締めで固定することにより、軒先梁１
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００１を軒先に沿って設置している。
【０１４３】
直交梁接続部７０２は、ウエブ跨ぎ部７００、及び底部７０３の双方と略９０°の角度を
なして設けられ、軒先側面が平坦面に形成されている。これにより、軒先梁設置金具７０
４を設置したときに、該直交梁接続部７０２の平坦面が軒先に面し、図６８、及び図６９
に示すように、この平坦面に、Ｈ型鋼である直交梁１００２の一端部を、接合板１００９
を介して接合させ、直交梁接続部７０２に設けられた貫通孔７０８においてボルト締めで
固定することにより、直交梁１００２を容易に設置することができる。
【０１４４】
また、軒先側に葺き下ろし梁１０１０を設けて増築する場合も、既存住宅の桁側面の軒先
に沿って、軒先梁１００１の新たな設置が必要となる。この場合、トラス軒先部１００３
の前処理、軒先梁設置金具７０４の配設、及び軒先梁１００１の設置については直交梁１
００２の設置の場合と同様の手順で行い、図７０に示すように、直交梁接続部７０２に葺
き下ろし梁１０１０の基部１０１１を接合させ、ボルト締めにより固定するとよい。
【０１４５】
次に、軒先梁の設置の第２の実施形態は、図６２に示すように、既存住宅の桁側面の軒先
に沿って、既存のトラス１０００の一側方に軒先梁１００１を設置し、且つ、増築部側に
該軒先梁１００１と直交する方向へ直交梁１００２を設置する必要がある場合の軒先梁設
置工法であって、第１の実施形態と同様の手順でトラス軒先部１００３に前処理を施し、
図７１（ａ）に示すような、ウエブ跨ぎ部７１０と、軒先梁接続部７１１と、直交梁接続
部７１２と、底部７１３を有する軒先梁設置金具７１４、又は、図７１（ｂ）に示すよう
な、ウエブ跨ぎ部７１５と、軒先梁接続部７１６と、直交梁接続部７１７と、底部７１８
を有する軒先梁設置金具７１９を、相隣接するトラス１０００の軒先側の端部に、軒先梁
接続部７１１、又は７１６を相対向させてそれぞれ配設し、相対向する軒先梁接続部７１
１又は７１６に、軒先梁１００１の両端部を接続することにより行うものである。以下、
更に詳細に説明する。
【０１４６】
ウエブ跨ぎ部７１０、及びウエブ跨ぎ部７１５は、第１の実施形態の軒先梁設置金具７０
４のウエブ跨ぎ部７００と同様の形状を有しており、トラス１０００の軒先側の端部への
設置方法は第１の実施形態と同様である。
【０１４７】
軒先梁設置金具７１４の右側部に設けられた軒先梁接続部７１１は、ウエブ跨ぎ部７１０
、及び底部７１３の双方と略９０°の角度をなしており、図７２に示すように、該軒先梁
接続部７１１に、Ｈ型鋼である軒先梁１００１のウエブ１００８を当接させ、軒先梁接続
部７１１に設けられた貫通孔７２０においてボルト締めで固定することにより、軒先に沿
って軒先梁１００１を設置している。また、軒先梁設置金具７１９は、その左側部に軒先
梁接続部７１６を有しており、それ以外の構造、及び軒先梁１００１の接続方法は軒先梁
設置金具７１４と同様である。以上２つの軒先梁設置金具７１４と軒先梁設置金具７１９
は、トラス１０００と、新たに追加する軒先梁１００１との位置関係に応じて使い分ける
とよい。
【０１４８】
直交梁接続部７１２、及び直交梁接続部７１７は、第１の実施形態の軒先梁設置金具７０
４の直交梁接続部７０２と同一の形状を有し、第１の実施形態と同様の手順により、直交
梁１００２、又は葺き下ろし梁１０１０を増築部側に設置することができる。
【０１４９】
次に、軒先梁の設置の第３の実施形態は、図６２に示すように、既存住宅の桁側面の軒先
に沿って、既存のトラス１０００の両側方に軒先梁１００１を設置し、且つ、増築部側に
軒先梁１００１と直交する方向へ直交梁１００２を設置する必要がない場合の軒先梁設置
工法であって、図７３に示すように、トラス軒先部１００３に前処理を施した後、図７４
に示すような、傾斜部７３０と、補強板７３１を有する蓋部材７３２と、軒先梁接続部７
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３３と、傾斜部７３４と、ウエブ接合部７３５と、底部７３６を有する左右１対の羽根部
材７３７とを具備する軒先梁設置金具７３８を、相隣接するトラス１０００の軒先側の端
部に、突設された軒先梁接続部７３３を相対向させてそれぞれ配設し、相対向するこれら
軒先梁接続部７３３に、軒先梁１００１の両端部を接続することにより行うものである。
以下、更に詳細に説明する。
【０１５０】
本実施形態の場合、トラス軒先部１００３に施す前処理として、図７３に示すように、ト
ラス軒先部１００３を、軒先より若干増築部側の位置で切断し、軒先側部を除去している
。これは、本実施形態では、増築部側に直交梁１００２を設ける必要がないため、トラス
軒先部１００３が、増築部側に若干突出した状態で残っていても、邪魔とならないからで
ある。もちろん、この場合、第１の実施形態の手順で前処理を施し、軒先梁設置金具７０
４を設置しても構わないが、本実施形態のように、前処理を簡素化して、軒先梁設置金具
７３８を用いた方が作業能率を向上できる、という利点がある。
【０１５１】
図７４に示す羽根部材７３７は、その一側方に伸びる軒先梁接続部７３３を有し、該軒先
梁接続部７３３は、底部７３６と、ウエブ接合部７３５の双方に略９０°の角度をなして
いる。軒先梁１００１の接続に際しては、軒先梁接続部７３３に、図７５に示すように、
Ｈ型鋼である軒先梁１００１のウエブ１００８を当接させ、軒先梁接続部７３３に設けら
れた貫通孔７３９において、ボルト締めで固定することにより、軒先梁１００１を軒先に
沿って設置している。
【０１５２】
蓋部材７３２は、羽根部材７３７各々をその上部において連結し、一体化する役割を果た
しており、羽根部材７３７の、外部からの力の作用に対するぐらつき、脱落等を防止する
ために設けられている。また、図７４に示すように、蓋部材７３２の構造上の弱さを補強
するために、その内部に補強板７３１を設けている。
【０１５３】
羽根部材７３７の傾斜部７３４と、蓋部材７３２の傾斜部７３０は、その傾斜角を等しく
してあり、図７７に示すように、双方を接合し、ボルト締めにより羽根部材７３７と蓋部
材７３２を固定している。この傾斜角は、本実施形態の場合、トラス軒先部１００３の傾
斜角と等しくしている。これにより、羽根部材７３７を、トラス１０００の軒先側の側部
に納まり良く配置することが可能となっている。
【０１５４】
軒先梁設置金具７３８の設置に際しては、図７６、及び図７７に示すように、まず羽根部
材７３７各々を、トラス１０００の軒先側の端部に、底部７３６がトラス１０００のフラ
ンジ１０１２と接合し、また、ウエブ接合部７３５がトラス１０００のウエブ１００６と
接合するよう配設し、底部７３６に設けた貫通孔７４０においてボルト締めで固定する。
次に、蓋部材７３２をトラス軒先部１００３の上方から被せ、蓋部材７３２の傾斜部７３
０各々を、羽根部材７３７各々の傾斜部７３４に接合させる。更に蓋部材７３２の傾斜部
７３０に設けた貫通孔７４１と、羽根部材７３７各々の傾斜部７３４に設けた貫通孔７４
２の位置を合わせた上で、ボルト締めで固定すればよい。
【０１５５】
尚、本実施形態では、桁側面の軒先に沿って、トラス１０００の両側方に軒先梁１００１
を設置する場合について述べたが、トラス１０００の一側方のみに軒先梁１００１を設置
する場合にも、同様の手順で軒先梁設置金具７３８を設置し、羽根部材７３７の軒先梁接
続部７３３のいずれか一方を使用しない状態にしておくとよい。この場合、羽根部材７３
７を一方しか設置しないと、蓋部材７３２が安定せず、ぐらつき、脱落等が発生する可能
性があるため、羽根部材７３７は常に左右一対を揃えた状態で用いるのが好ましい。
【０１５６】
以上説明した３つの実施形態のいずれの場合についても、軒先梁１００１の設置に際して
は、図７８に示すように、トラス１０００―トラス１０００間、トラス１０００―隅木梁
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１０１３間、トラス１０００―登り梁１０１４間、あるいは登り梁１０１４―隅木梁１０
１３間のいずれの場所に設置するのかにより、また、トラス１０００の軒先側の端部に設
置する金具が、第１乃至３のいずれの実施形態のものなのかにより、軒先梁１００１の長
手方向寸法、及び端部の形状を適宜変更する必要がある。
【０１５７】
特に、軒先梁１００１の一端側に既存の隅木梁１０１３がある場合には、軒先梁１００１
の隅木梁１０１３側の端部に隅木梁接続梁７５０を設けることにより、軒先梁１００１が
隅木梁１０１３に接触することを防止している。
【０１５８】
隅木梁接続梁７５０は、図７９に示すように、垂直板７５１と、該垂直板７５１の上端縁
に固定され、垂直板７５１と直交する上面板７５２と、垂直板７５１の下端縁に固定され
、垂直板７５１と直交する底面板７５３と、該底面板７５３上に固定され、内部が空洞で
ある略直方体形状を有する箱部７５４と、箱部７５４の内部に設けられた補強板７５５と
を有しており、図８１に示すように、上面板７５２、底面板７５３、及び垂直板７５１の
端部が接合板１０１５を介して軒先梁１００１に固定されると共に、箱部７５４の底面に
設けた貫通孔７５６において、ボルト締めで軸組１００７に固定されている。
【０１５９】
上面板７５２、及び垂直板７５１は、略長方形の平板の一部を斜めに切り落とした形状と
なっている。これにより、上面板７５２、及び垂直板７５１が、隅木梁接続梁７５０の斜
め上方から斜め下方へと伸びる隅木梁１０１３と接触することを防止している。
【０１６０】
隅木梁１０１３と隅木梁接続梁７５０との接続部分において、増築部側に葺き下ろし梁１
０１０を設けて増築する必要がある場合、図８０に示すように、箱部７５４の増築部側側
面に、葺き下ろし梁１０１０の基部１０１１を接合させ、箱部７５４の増築部側側面に設
けた貫通孔７５７において、ボルト締めにより固定すればよい。また、葺き下ろし梁１０
１０を接続しない場合には、箱部７５４の増築部側側面は平坦面である必要は無く、箱部
７５４の形状は、中空の略直方体に限られず、他の形状であっても構わない。
【０１６１】
また、図７８に示すように、軒先梁１００１の一端部を登り梁１０１４に接続する必要が
ある場合には、既存の登り梁接続金具１０１６等を用いて接続すればよい。
【０１６２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の請求項１に記載の小屋組の増築施工法によれば、既存住宅
の小屋組を全面的に解体することなく、既存大棟の端部から新規大棟の端部に向って隅木
梁を延長させ、既存大棟の中間部の登り梁を新規大棟の端部に向って延長させることがで
きるという利点がある。
【０１６３】
また、既存の小屋組を全面的に解体しないので、施工期間を短縮することができるだけで
なく、労力を削減しながら作業性を向上させることができるという利点がある。
【０１６４】
更に、各部材の接続を締結具で締結することにより行うので、作業性の向上を図ることが
できるだけでなく、溶接接合と比べて、十分な安全性を確保することができるという利点
がある。
【０１６５】
更にまた、既存の小屋組を全面的に解体しないので、産業廃棄物の発生量を減少させるこ
とができるだけでなく、これを運搬して処理するための費用を削減することができるとい
う利点がある。
【０１６６】
そして、施工期間の短縮化により顧客に不便を強いる期間が短くなり、顧客の負担を軽減
させることができるという利点がある。
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【０１６７】
請求項２に記載の小屋組の増築施工法によれば、請求項１の利点に加えて、既存住宅の既
存小屋組を全面的に解体することなく、既存小屋組と増築部の小屋組との境界に生じる谷
部と増築部側の既存登り梁とが交差する交差部から新規隅木梁に向って登り梁を設置する
ことができるという利点がある。
【０１６８】
請求項３に記載の小屋組の増築施工法によれば、請求項１又は請求項２の利点に加えて、
既存住宅の既存母屋を全て撤去することなく、既存住宅の増築部側の母屋の設置方向を略
９０°変更して増築部の新規母屋を既存住宅の既存母屋と略同一面に配置することができ
るという利点がある。
【０１６９】
請求項４に記載の小屋組の増築施工法によれば、請求項１乃至請求項３の利点に加えて、
既存住宅の小屋組や軒裏等を全面的に解体することなく、容易に軒先梁を設置することが
できるという利点がある。
【０１７０】
また、既存住宅の小屋組や軒裏等の全面的な解体が不要となることで、省力化、及び施工
期間の大幅な短縮を図ることができると共に、従来、産業廃棄物として処理していた、解
体時に生じる不要なトラスが発生しなくなることで、処理に要するコストを削減すること
ができるという利点がある。
【０１７１】
請求項５に記載の小屋組の増築施工法によれば、請求項１乃至請求項４の利点に加えて、
既存住宅の小屋組や軒裏等を全面的に解体することなく、容易に軒先梁を設置することが
できるという利点がある。
【０１７２】
また、既存住宅の小屋組や軒裏等の全面的な解体が不要となることで、省力化、及び施工
期間の大幅な短縮を図ることができると共に、従来、産業廃棄物として処理していた、解
体時に生じる不要なトラスが発生しなくなることで、処理に要するコストを削減すること
ができるという利点がある。
【０１７３】
即ち、本発明の小屋組の増築施工法によれば、施工の省力化、コストダウン及び廃棄物の
削減を図ることができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る小屋組全体の概略を示す平面図である。
【図２】新規隅木梁を含む小屋組を示す側面図である。
【図３】図２のＡ部分拡大図である。
【図４】隅木梁延長金具と新規隅木梁との接続手順を示す説明図である。
【図５】隅木梁延長金具の隅頂部母屋受けへの固定手順を示す平面図である。
【図６】図３の平面図である。
【図７】和小屋組での新規隅木梁を含む小屋組を示す側面図である。
【図８】新規隅木梁を含む小屋組を示す側面図である。
【図９】登り梁延長金具を示す斜視図である。
【図１０】図２のＡ部分拡大図である。
【図１１】図２のＡ部分拡大図である。
【図１２】新規登り梁束及び登り梁束接続金具を示す斜視図である。
【図１３】図２のＢ部分拡大図である。
【図１４】新規登り梁を含む小屋組を示す側面図である。
【図１５】登り梁延長金具を示す斜視図である。
【図１６】図１４のＣ部分拡大図である。
【図１７】図１６の平面図である。
【図１８】新規登り梁束及び登り梁束接続金具を示す斜視図である。
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【図１９】図１４のＤ部分拡大図である。
【図２０】図１９の平面図である。
【図２１】登り梁延長金具の頂部母屋受けへの接続手順を示す説明図である。
【図２２】図２０のＥ部分における登り梁束接続金具の増築部側の既存登り梁への固定手
順を示す説明図である。
【図２３】登り梁束接続金具の増築部側の既存登り梁への固定手順を示す説明図である。
【図２４】他の実施の形態の登り梁束接続金具を示す側面図である。
【図２５】他の実施の形態の登り梁束接続金具を示す平面図である。
【図２６】他の実施の形態の登り梁束接続金具を示す側面図である。
【図２７】和小屋組での新規登り梁を含む小屋組を示す側面図である。
【図２８】交差部を含む小屋組を示す側面図である。
【図２９】交差部を示す平面図である。
【図３０】谷木梁設置金具を示す概略斜視図である。
【図３１】新規谷木梁の接続手順を示す交差部の正面図である。
【図３２】谷木梁設置金具の交差部への固定手順を示す図２９のＦ側から見た側面図であ
る。
【図３３】新規谷木梁の接続手順を示す交差部の平面図である。
【図３４】交差部の図２９のＧ側から見た側面図である。
【図３５】交差部の図２９のＦ側から見た側面図である。
【図３６】他の実施形態の谷木梁設置金具を示す図２９のＦ側から見た側面図である。
【図３７】和小屋組での交差部を含む小屋組を示す側面図である。
【図３８】新規の登り梁を設置した小屋組を示す概略平面図である。
【図３９】谷木梁設置金具を示す概略斜視図である。
【図４０】交差部を示す平面図である。
【図４１】交差部の図２０のＨ側から見た側面図でる。
【図４２】本発明の実施の形態に係る小屋組全体の概略を示す平面図である。
【図４３】軒先母屋の実施形態を示す平面図である。
【図４４】軒先母屋受け金具及び軒先母屋延長金具を示す斜視図である。
【図４５】軒先母屋延長金具の軒先母屋受け金具への固定手順を示す説明図である。
【図４６】新規軒先母屋の軒先母屋延長金具への接続手順を示す説明図である。
【図４７】第１母屋の実施形態を示す平面図である。
【図４８】第１母屋受け金具を示す平面図である。
【図４９】第１母屋延長金具を示す斜視図である。
【図５０】第１母屋延長金具の第１母屋受け金具への固定手順を示す説明図である。
【図５１】新規第１母屋の第１母屋延長金具への接続手順を示す説明図である。
【図５２】第２母屋の実施形態を示す平面図である。
【図５３】第２母屋受け金具を示す平面図である。
【図５４】第２母屋延長金具を示す斜視図である。
【図５５】第２母屋延長金具の第２母屋受け金具への固定手順を示す説明図である。
【図５６】新規第２母屋の第２母屋延長金具への接続手順を示す説明図である。
【図５７】一般母屋の実施形態を示す平面図である。
【図５８】一般母屋受け金具を示す平面図である。
【図５９】一般母屋延長金具を示す斜視図である。
【図６０】一般母屋延長金具の一般母屋受け金具への固定手順を示す説明図である。
【図６１】新規一般母屋の一般母屋延長金具への接続手順を示す説明図である。
【図６２】本発明の実施の形態に係る小屋組全体の概略を示す平面図である。
【図６３】トラス軒先部への前処理の流れを説明するための説明図である。
【図６４】トラス軒先部への前処理を各手順ごとに説明するための説明図である。
【図６５】トラス軒先部への前処理を各手順ごとに説明するための説明図である。
【図６６】軒先梁設置金具の概略斜視図である。
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【図６７】軒先梁設置金具の設置方法を説明するための概略斜視図である。
【図６８】軒先梁設置金具の設置状態を示す概略側面図である。
【図６９】軒先梁設置金具と軒先梁の接続部分を示す概略平面図である。
【図７０】軒先梁設置金具と葺き下ろし梁の接続部分を示す概略側面図である。
【図７１】軒先梁設置金具の概略斜視図である。
【図７２】軒先梁設置金具と軒先梁の接続部分を示す概略平面図である。
【図７３】トラス軒先部への前処理を説明するための説明図である。
【図７４】軒先梁設置金具の概略斜視図である。
【図７５】軒先梁設置金具と軒先梁の接続部分を示す概略平面図である。
【図７６】軒先梁設置金具の設置方法を説明するための概略斜視図である。
【図７７】軒先梁設置金具の設置状態を示す概略側面図である。
【図７８】トラス、隅木梁、及び登り梁と、軒先梁の接続部分について説明するための概
略平面図である。
【図７９】隅木梁接続梁の概略斜視図である。
【図８０】る隅木梁接合梁と葺き下ろし梁の接合部分を示す概略平面図である。
【図８１】隅木梁接合梁と隅木梁の接合部分を示す概略斜視図である。
【符号の説明】
１　既存隅木梁
２　既存寄棟束
１４　既存登り梁
８　既存登り梁
１００　第 1新規隅木梁
２００　第２新規隅木梁
３００　新規登り梁
５００　新規谷木梁
５０３　第１新規谷木梁
５０６　第２新規谷木梁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

(32) JP 3875152 B2 2007.1.31



【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

(34) JP 3875152 B2 2007.1.31



【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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